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傘
は
元
来
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
日
よ
け
と
し
で
上
流
階
級
が
用
い
た
道
具
だ
っ
た
。
馨
の
歴
昭
的

●
麗
辞
籠
さ
ん
(
明
奨
学
麓
教
授
)

74

●

5
0
0
年
と
意
外
に
浅
い
。
外
観
と
機
能
が
洗
練
さ
れ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
へ
と
変
遷
し
た
過
程
を
辿
る
。

元
来
の
用
途
は
日
よ
け
。
1
8
世
紀
、
英
国
の
旅
行
家
が
雨
傘
を
広
め
る
。

1
9
世
紀
、
細
く
美
し
く
巻
け
る
傘
が
生
ま
れ
、
紳
士
の
装
身
具
に

↑明治大学国際日本学

部特任教授。照陥史家、

エッセイスト。ファッ

ション史から最新モー

ド蜜柑まで糟通。善書

評議誓書
引(新潮選書)など。

傘
の
歴
史
は
、
紀
元
前
1
2
0
0
年

前
後
の
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
始
ま
っ
た
と

い
う
の
が
通
説
だ
。
王
族
を
日
射
し
か

ら
守
り
、
と
き
に
は
傘
を
天
空
に
見
立

て
、
権
力
者
を
難
め
る
役
目
を
果
た
し

た
と
い
う
。
そ
う
し
た
権
威
の
象
徴
と

し
て
の
傘
の
歴
史
は
長
く
続
い
た
。
日

本
も
同
様
で
、
鷲
時
代
に
中
国
か
ら

副
瀞
を
経
由
し
て
伝
わ
っ
た
傘
も
特
別

な
持
ち
物
と
さ
れ
、
一
都
の
上
流
階
級

の
み
が
使
用
し
た
道
具
だ
っ
た
。
和
傘

(
談
舘
)
が
登
場
し
庶
民
の
日
用
品
と

な
る
の
は
、
江
戸
時
代
の
こ
と
だ
。

実
用
品
と
し
て
の
傘
が
登
場
す
る
の

は
、
1
6
世
紀
初
頭
以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
さ
れ
る
。
当
初
は
日
射
し
ょ
げ
と
し

て
使
わ
れ
、
雨
傘
が
登
場
す
る
の
は
1
7

世
紀
後
半
の
こ
と
。
雨
傘
を
普
及
さ
せ

た
立
役
者
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
が
、

英
国
人
の
旅
行
家
、
ジ
ョ
ナ
ス
・
ハ
ン

顎
誕
醗
嫌
○

ウ
ェ
イ
(
1
7
1
2
̃
8
6
)

で
あ
る
。

彼
は
、
外
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
雨
傘
を

周
囲
の
嘲
笑
を
よ
そ
に
ロ
ン
ド
ン
の
街

で
差
し
続
け
、
傘
を
使
う
習
慣
の
な
か

っ
た
人
々
の
間
に
広
め
て
い
っ
た
。

服
飾
史
家
で
英
国
文
化
史
に
も
詳
し

い
、
中
野
香
織
さ
ん
は
こ
う
解
説
す
る
。

「
当
時
の
雨
傘
は
、
盛
ん
で
も
太
く
大

き
く
、
持
ち
運
び
に
は
不
便
な
も
の
で

し
た
。
そ
れ
が
、
細
巻
き
に
な
り
、
ス

テ
ッ
キ
の
よ
う
な
外
見
に
な
る
の
は
1
9

世
紀
以
降
の
こ
と
で
す
。
そ
こ
か
ら
、

傘
が
紳
士
の
持
ち
物
と
し
て
認
知
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。
詩
ち
手
に
装
飾
を
施

す
な
ど
、
傘
は
服
飾
文
化
と
し
て
も
花

開
い
て
い
き
ま
す
」

1
8
7
3
年
に
は
、
今
も
高
級
傘
メ

ー
カ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
英
国
の
フ
ォ

ッ
ク
ス
社
(
0
0
ペ
ー
ジ
参
照
)
が
、
生

地
と
骨
の
素
材
を
改
良
し
て
細
く
き
れ

い
に
畳
め
る
傘
を
開
発
し
た
。
実
用
品

と
し
て
の
傘
は
、
外
観
と
機
能
が
洗
練

さ
れ
る
こ
と
で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
小
物

と
し
て
も
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て

革
具
/
描
填
鵬
也

い
く
の
で
あ
る
。

「
英
国
に
は
、
傘
を
細
く
き
れ
い
に
巻

く
こ
と
を
仕
事
と
す
る
人
が
い
ま
す
。

お
金
を
払
っ
て
で
も
閉
じ
た
と
き
の
傘

の
形
を
美
し
く
保
つ
こ
と
が
、
イ
ギ
リ

ス
紳
士
に
と
っ
て
意
義
が
あ
る
こ
と
な

の
で
す
」
(
中
野
さ
ん
)

ビ
ニ
ー
ル
傘
が
文
化
を
変
え
た

日
本
に
洋
傘
が
入
っ
て
く
る
の
は
、

幕
末
以
降
の
こ
と
。
明
治
に
な
る
と
洋

傘
の
輸
入
が
始
ま
り
、
1
8
8
1
年
(
明

治
1
4
)
に
は
、
国
産
の
洋
傘
が
登
場
す

る
。
竹
と
綾
で
作
ら
れ
た
和
傘
を
使
っ

て
い
た
人
々
は
、
金
属
と
布
で
作
ら
れ

た
洋
傘
に
西
欧
の
先
進
文
化
を
感
じ
取

っ
た
。
開
い
た
と
き
の
形
状
か
ら
、
洋

傘
は
い
つ
し
か
「
難
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

手
先
の
器
用
な
日
本
人
は
、
海
外
の

製
品
に
も
負
け
な
い
美
し
い
作
り
の
洋

傘
を
生
み
出
し
、
昭
和
に
入
る
と
折
り

畳
み
傘
や
ジ
ャ
ン
プ
傘
な
ど
独
自
の
機

能
を
進
化
さ
せ
て
い
く
。
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古墳時代

3-6世紀頃

飛鳥時代

6-7世紀頃

平安時代

(794-

1 1 85年頃)

鎌倉時代

(1 185-

1 333年)

1 6世紀初め頃

1 7世紀後半

-1 8世紀初頭

元禄年間

(1 688-

1 704年)

1 8世紀中頃

1 750年頃

文政年間

(1818-

1 830年)

1 868年

(明治元年)

1 873年

1881年

(明治1 4)

1 933年頃

○
(昭和8)

● 1 %9年頃

●

○

●

●

C「

(昭和24)

1 958年

(昭和33)

1 960年

(昭和35)

1 987年

(昭和62)

2000年以降

(平成1 2-)

古代エジプトで藁晶や膿式に傘

の原型が使われ始める。やがて、

権力者を日射しから守るために

使われ始めた。

中国の絵画に、位の高い人向け

の平らな日よけ傘が描かれる。

認諾嵩艶
(日傘)を措いたものがある。

中国から傘が伝わる。

中国から傘の文化が導入され、

書抜の行列などに使われ始める。

黒く染めた地紙を張った「黒傘」

が普及、公家・武士・僧侶など

が使い始める。

ヨーロッパにおいて実用品(主

に日傘)として使われ始める。

イギiノスで雨から身を守るため

の防水性の傘が登場。

大坂、京で和傘が作られ始め、

「蛇の目傘」と呼ばれる。やが

て装飾を排し実用を重視した

「番傘」が-鮫にも普及。

フランスの傘メーカー、マリエ

スが分解式の傘を開発。

英国人のジョナス・ハンウェイ

がポルトガルから自国に雨傘を

護諾欒欝
蒜撥誤読霊
を使うことが粋とされ広まる。

オランダやイギリスから洋傘の

輸入が開始される。

イギリスのフォックス社が、親

骨を湖させて細く畳める傘を

開発。次第に絹士の持ち物とし

慧蟻窪。洋傘工場が
設立。

晴雨兼用傘が登場。

-部メーカーが折り重み傘の開

発に義手。

ビニール傘登場。当時は透明で

はなく写し白色だった。

ジャンプ傘登場(別名:飛び上

がり傘)。

ビニール傘の輸入数が国内生産

数を逆転。

ビニール傘の95%以上を中国

製が占める。
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●雨傘を広めた男

ジョナス・ハンウェイ

↑傘を差す習慣のなかった18世紀

のロンドンで、周囲の奇異の目も気

にとめず雨傘を使い普及に努めた結

果、実用性の高さが認知される。

「洋傘ショールの塵史」 (大隈洋傘ショール商工組合)より

↑明治中期の洋食店の店頭風景。国

産の洋傘製造が始まり、婦人・線土

用ともに国内需要が増えていった。

■世界で初めてビニール傘を開発し

た「ホワイトローズ」の高級ビニー

ル傘「シシカテール」 5000円。親

骨にFRP (繊維強化プラスチック〉

を使用するなど耐久性に優れる。

「
傘
の
歴
史
を
根
本
か
ら
変
え
た
の
は
、

安
価
な
ど
ニ
ー
ル
傘
の
出
現
で
す
。
傘

が
自
分
の
所
有
物
だ
と
い
う
意
識
が
希

薄
に
な
っ
た
の
で
す
」
(
中
野
さ
ん
)

ビ
ニ
ー
ル
傘
発
祥
の
地
は
日
本
で
あ

る
。
1
9
5
8
年
(
昭
和
3
3
)
に
販
売

が
開
始
さ
れ
、
「
ビ
ニ
ー
ル
」
と
い
う

素
材
が
斬
新
だ
っ
た
。
以
後
、
輸
入
品

が
国
産
品
を
凌
駕
す
る
頃
か
ら
極
端
に

安
価
に
な
り
、
「
使
い
捨
て
」

の
イ
メ

ー
ジ
が
定
着
し
た
。
中
野
さ
ん
は
語
る
。

「
手
軽
な
ど
ニ
ー
ル
傘
は
確
か
に
便
利

で
す
。
政
治
家
な
ど
が
使
う
高
級
ビ
ニ

ー
ル
傘
(
上
写
真
)
も
興
味
深
い
。
で

も
、
成
熟
し
た
紳
士
な
ら
少
し
よ
い
傘

を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。
せ
っ
か
く
の

お
湘
新
を
、
一
本
の
ピ
一
丁
ル
傘
が
台

無
し
に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
」

参考: 『アンブレラ÷傘の文イ閣:」、間傘・パラソル・アンブレラ」

●
傘
の
歴
史

の
地
色
部
分
は
日
本
の
出
来
事


